
 
№３ 令和 6年５月１０日 

高森町 CS地域学校協働本部 

高森町公民館 

～令和６年度 第１回学校運営協議会から～ 

高森町の子どもをどう育てるか 
～高森町小中三校の学校運営グランドデザインを共有しましょう～ 

◆令和 6年 4月 17日、第 1回の高森町 CS学校運営協議会が開催されました。 

運営協議会では、高森中学校高宮明親校長先生、高森南小学校田本けい子校長先生、高森北小学

校辰野有紀校長先生から各学校、令和 6年度の運営方針・ビジョンである「学校グランドデザイン」

を示していただき、委員間で、三校で

特に大事に考えていきたい点を

出し合いました。 

■高森中学校からは「自主・自律・自

省」の精神を大事にして、 

「一人ひとりが自分の良さを自

覚し、自信を持って表現する生徒

《自己有用感と表現力の育成》」

を目指し、 

○重点１「共に生きる」授業の創造 

（1）～（5）の視点を大事にして 

○重点 2豊かな心・人権感覚の育成 

（1）～（5）の視点を大事にして 

○重点 3地域と共に歩む学校づくり 

（1）～（3）の視点を大事にして 

以上の重点を掲げて取り組んでいく

ことが示されました。 

■高森南小学校からは、 

「粘り強くたくましい子ども」 

「自ら考え行動できる子ども」 

「温かく思いやりのある子ども」 

「物事にけじめのある子ども」を

目指し、「つなげよう！」を重点目標に

して 

 



○授業づくり 6つの重点  

○学級づくり 5つの重点  

○家庭・地域との連携 4つの重点を 

掲げて取り組むことを示していただきまし 

た。 

 

■高森北小学校からは、保護者・地域の 

願う子どもの姿（子ども像） 

「思いやりのある子ども」 

「自信を持って表現する子ども」 

「学ぶ楽しさを味わう子ども」 

「たくましい子ども」 

「挨拶できる子ども」 

「地域の方とかかわり合える子ども」 

「地域に愛着を持つ子ども」の実現を 

目指して 

○「やってみよう」意欲を喚起する授業 

 づくり 6つの重点 

○「いっしょにやろう」認め合える集団 

 づくり 6つの重点 

○地域との協働 3つの重点 

を掲げて取り組むことが示されました。 

 

■昨年の運営協議会で、高森町三校で目指す 

子ども像、子どもの姿の実現は「自己肯定感 

・自己有用感を高めていくことが大事」 

であるという共通点がありました。 

 今年のグランドデザインには中学校で自己 

有用感を育成とあり、小学校には直接言葉は 

ありません。しかし、目指す子ども像は、 

正に「自己肯定感を高めた子どもの姿」で 

あることに変わりはありません。 

今年も大事にしていきたいところです。 

 

◆学校運営協議会では、示された三校の 

グランドデザインを見ていく中で共通する 

三分野「授業づくり」「学級づくり（人権 



感覚育成）」「地域との協働」で特に大事にしていきたい点をグループ討議で出し合いました。 


